
海
外
史
跡
踏
査
委
員
会

第

一
二
回
海
外
史
跡
研
修
旅
行

「イ
ラ
ン
の
旅
」
を
実
施
し
て

多
摩
学
校
　
　
植
　
　
田
　
　
和
　
　
秀

一
、
イ
ラ
ン
ヘ
の
道

社
会
科
部
会
歴
史
分
科
会
海
外
史
跡
踏
査
委
員
会
は
、
二
ｏ
ｏ
ｏ
年
七
月
二

四
日
～
八
月
七
日
ま
で

一
四
泊

一
五
日
の
日
程
で

「
イ
ラ
ン
の
旅
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
の
は

一
九
九
八
年
の
こ
と
で
し
た
。
二

ｏ
ｏ
ｏ
年
実
施
の
第

一
二
回
海
外
史
跡
研
修
旅
行
の
計
画
を
立
案
す
る
際
、
イ

ラ
ン
で
は
前
年
の
九
七
年
に
国
民
の
圧
倒
的
支
持
を
得
て
大
統
領
と
な

っ
た
ハ

タ
ミ
師
が
対
外
関
係
改
善
の
動
き
を
始
め
た
た
め
、
ホ
メ
イ
ニ
師
の
イ
ス
ラ
ム

革
命
以
来
遠
い
存
在
に
な

っ
て
い
た
イ
ラ
ン
を
訪
れ
る
な
ら
、
観
光
客
が
ま
だ

少
な
い
で
あ
ろ
う
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
イ
ラ
ン
旅
行
に
向
け
て
の
計
画
検

討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

イ
ラ
ン
ヘ
は
イ
ラ
ン
航
空
が
月

・
木
の
週
二
便
、
成
田
～
テ
ヘ
ラ
ン
間
を
飛

ん
で
い
ま
す
。
月
曜
は
テ
ヘ
ラ
ン
ヘ
の
直
行
便
で
所
用

一
〇
時
間
、
本
曜
は
北

京
経
由
で
所
用

一
四
時
間
で
す
。
そ
の
た
め
旅
行
計
画
で
は
往
復
と
も
直
行
便

を
利
用
し
、
出
発
は
月
曜
発
、
帰
国
も
テ
ヘ
ラ
ン
を
日
曜
夜
に
出
る
便
を
使
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
旅
行
期
間
に
つ
い
て
は
、　
一
週
間
で
は
テ
ヘ
ラ
ン

・
イ
ス

フ
ア
ハ
ン

・
ベ
ル
セ
ポ
リ
ス
を
含
む
シ
ー
ラ
ー
ズ
の
三
都
市
を
中
心
と
す
る
行

程
し
か
立
案
で
き
ず
、
折
角
イ
ラ
ン
を
訪
れ
る
の
な
ら
、
シ
ー
ア
派
最
大
の
聖

地
マ
シ
ャ
ド
を
は
じ
め
、
イ
ラ
ク
国
境
に
近
い
チ
ョ
ガ
ー

・
ザ
ン
ビ
ー
ル

（
エ

ラ
ム
時
代
の
ジ
ッ
グ
ラ
ト
で
有
名
）
や
シ
ュ
ー
シ
ュ

（
ス
サ
）
ぁ
る
い
は
ロ
ー

リ
ン
ソ
ン
の
楔
形
文
字
解
読
の
き

っ
か
け
と
な

っ
た
ベ
ヒ
ス
ト
ウ
ー
ン
さ
ら
に

は
ハ
マ
ダ
ン

（
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
の

「夏
の
都
」
で
あ

っ
た

エ
ク
バ
タ
ナ
）
な
ど

を
ぜ
ひ
見
て
お
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
二
週
間
を
設
定
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ラ
ン
は
日
本
の
約
四

。
三
倍
の
面
積
を
持
つ
国
で
す
か
ら
す
べ
て
を
見
る

に
は
二
週
間
で
も
足
り
な
い
の
で
す
が
、
効
率
よ
く
旅
行
が
出
来
る
よ
う
移
動

経
路
と
利
用
交
通
機
関
の
工
夫
に
知
恵
を
絞
り
、
ま
た
気
温
が
高
く
乾
燥
し
た

場
所
を
移
動
す
る
た
め
、
参
加
者
の
健
康
管
理
の
点
か
ら
も
見
所
の
多

い
テ
ヘ

ラ
ン

・
イ
ス
フ
ア
ハ
ン

・
シ
ー
ラ
ー
ズ
で
は
連
泊
す
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
完
璧
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
高
校
の
教
科
書

・
資
料
集
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
史
跡
の
ほ
と
ん
ど
は
網
羅
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

二
、
イ
ラ
ン
に
て

イ
ラ
ン
の
主
だ

っ
た
見
所
を
全
部
見
て
や
ろ
う
と
い
う
欲
張

っ
た
計
画
の
旅

行
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
報
告
す
る
の
は
限
ら
れ
た
紙
幅
の

中
で
は
難
し
い
の
で
す
が
、
今
回
の
旅
行
で
訪
れ
た
史
跡
の
う
ち
イ
ラ
ン
が
世

界
に
誇
る
三
つ
の
世
界
遺
産
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

（
一
）
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
と
そ
の
周
辺

ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
は
シ
ー
ラ
ー
ズ
の
北
東
六
〇
ｋｍ
、
バ
ス
で
約

一
時
間
の
と
こ

ろ
に
あ
る
あ
ま
り
に
も
有
名
な
遺
跡
。
前
五
二

一
年

（前
五

一
八
年
説
も
あ
る
）

に
、
ア
ケ
メ
ネ
ス

（
ハ
カ
ー
マ
ニ
シ
ュ
）
朝
の
ダ
レ
イ
オ
ス

（ダ
ー
ラ
ヤ
ワ
ウ
）

一
世
が
新
年

（ノ
ウ
ル
ー
ズ
…
注
１
）
の
祭
儀
等
を
行
う
た
め
年
間
で
九
〇
日

だ
け
使
う
た
め
に
建
設
を
始
め
た
都
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
が
や
っ
て
来

た
と
き
も
ま
だ
建
設
途
中
で
あ

っ
た
と
い
う
。

ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
近
く
に
は
ダ
レ
イ
オ
ス

一
世
を
は
じ
め
と
す
る
四
人
の
ア

ケ
メ
ネ
ス
朝
の
王
の
墓
と
サ
サ
ン
朝
の
シ
ャ
ー
プ
ー
ル

一
世
の
騎
馬
戦
勝
図
が
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あ
る
こ
と
で
有
名
な
ナ
グ
シ

ェ
・
ロ
ス
タ
ム

（「
ロ
ス
タ
ム
の
絵
」
の
意
…
注

２
）
と
キ
ュ
ロ
ス
ニ
世
が
メ
デ
ィ
ア
を
減
ぼ
し
た
後
、
ア
ヶ
メ
ネ
ス
朝
の
最
初

の
都
と
し
た
パ
サ
ル
ガ
ダ
エ

（「
ペ
ル
シ
ア
人
の
本
営
」
の
意
）
が
あ
る
。

（
二
）
イ
ス
フ
ア
ハ
ー
ン

こ
の
町
は
ザ
ー
ヤ
ン
デ
川
に
臨
み
、
紀
元
前
か
ら
栄
え
て
い
た
。　
一
五
九
七

年
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ
ー
朝
の
ア
ッ
バ
ー
ス

一
世
は
こ
の
町
を
首
都
と
定
め
る
と
、

王
み
ず
か
ら
が
都
市
計
画
を
立
案
し
て
壮
大
で
美
し
い
町
を
造
り
あ
げ
た
。
最

盛
期
の

一
七
世
紀
に
は
人
口
七
〇
万
を
数
え
、
「
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
は
世
界
の

半
分
」
（”
∽貯
５
５
Ｚ
ｏ
∽ゃ
ｏ
旨
〓
・
）
と
呼
ば
れ
た
。
市
内
に
は
王
宮
に
隣
接
し

て
建
設
さ
れ
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
イ
マ
ー
ム
広
場

（王
の
広
場
）
を

は
じ
め
、
チ
ェ
ヘ
ル
ソ
ト
ウ
ー
ン
宮
殿
や
ア
ル
メ
ニ
ア
人
居
住
区
の
ジ
ョ
ル
フ
ァ

ー
地
区
、
ザ
ー
ヤ
ン
デ
川
に
架
か
る
ス
ィ
ー

・
オ

・
セ
橋
な
ど
見
所
が
多
く
、
連

泊
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
駆
け
足
の
見
学
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
が
残
念
で
あ

っ
た
。

（三
）
チ
ョ
ガ
ー

・
ザ
ン
ビ
ー
ル
、
シ
ュ
ー
シ
ュ
、
ベ
ヒ
ス
ト
ウ
ー
ン
、
ハ
マ
ダ
ン

ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
と
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
を
見
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
旅

行
社
が
企
画
し
て
い
る
八
日
間
の
格
安

ツ
ア
ー
で
も
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
般
の
ツ
ア
ー
で
は
な
か
な
か
足
を
延
ば
せ
な

い
こ
れ
ら
の
遺
跡
も
巡
る
の

が
、
今
回
の
旅
行
の
目
玉
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

チ
ョ
ガ
ー

・
ザ
ン
ビ
ー
ル
は
ア
フ
ワ
ズ
か
ら
バ
ス
で
約

一
時
間
四
五
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
世
界
遺
産
。
い
く

つ
も
の
テ
ル

（丘
）
が
重
な
り
合
う
よ
う
に
続

く
荒
涼
と
し
た
大
地
に
、
焼
き
煉
瓦
を
積
み
上
げ
た
ジ
ッ
グ
ラ
ト
が
屹
立
し
て

い
る
。
こ
の
ジ

ッ
グ
ラ
ト
は
前

一
三
世
紀
中
頃
、
エ
ラ
ム
王
国

（…
注
３
）
の

ウ
ン
タ
ッ
シ
ュ
ガ
ル
が
こ
の
地
を
宗
教
中
心
地
と
す
る
た
め
に
建
設
し
た
も
の

で
、
完
成
当
時
は

一
辺

一
〇
五

ｍ
、
高
さ
五
〇

ｍ
の
五
層
の
神
殿
で
あ

っ
た
と

い
う
。
し
か
し
前
六
四
〇
年
頃
、
ア
ッ
シ
リ
ア
に
破
壊
さ
れ
、
現
在
は
高
さ
二

五

ｍ
、
二

・
五
層
部
分
の
み
が
現
存
す
る
。
な
お
、
チ
ョ
ガ
ー

・
ザ
ン
ビ
ー
ル

の
語
源
は

「
チ
ョ
ガ
ー
」
＝

「逆
さ
ま

ｏｒ
棗
椰
子
を
盛

っ
た
様
子
」
、
「ザ
ン
ビ

ー
ル
」
＝

「藁
の
皿

ｏｒ
物
入
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

シ
ュ
ー
シ
ュ
は
日
本
で
は
ス
サ
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
町
は
エ
ラ
ム
王

国
の
行
政
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
が
、
前
六
四
〇
年
頃
、
チ
ョ
ガ
ー

・
ザ

ン
ビ
ー
ル
と
と
も
に
ア
ッ
シ
リ
ア
に
破
壊
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ア
ヶ
メ
ネ
ス
朝
の

ダ
レ
イ
オ
ス

一
世
が
こ
の
地
を

「行
政
の
中
心
」
と
定
め
た
た
め
復
興
し
た
が
、

前
三
三

一
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
侵
入
で
再
び
破
壊
さ
れ
た
。
遺
跡

の
保
存
状
態
は
良
く
な
く
、
ダ
レ
イ
オ
ス

一
世
の
ア
パ
ダ
ナ
宮
殿
址
も
所
々
に

僅
か
に
残
る
柱
の
断
片
に
よ

っ
て
か
つ
て
の
栄
華
を
偲
ぶ
の
み
で
あ
る
。
な
お
、

ア
パ
ダ
ナ
宮
殿
の
奥
に
は
エ
ラ
ム
時
代
の
町
の
跡
が
あ
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
に

フ
ラ
ン
ス
考
古
学
調
査
隊
が
こ
こ
で
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
を
発
掘
し
た
。

ベ
ヒ
ス
ト
ゥ
ー
ン
碑
文
は
ケ
ル
マ
ン
シ
ャ
ー
の
北
三
六
ｋｍ
、
バ
ス
で
約
五
〇

分
の
地
点
に
あ
る
ダ
レ
イ
オ
ス

一
世
の
戦
勝
記
念
碑
。
バ
ビ
ロ
ン
と
エ
ク
バ
タ

ナ
を

つ
な
ぐ

「王
の
道
」
の
途
上
に
あ
り
、
道
行
く
旅
人
達
に
王
の
武
勇
伝
を

知
ら
し
め
る
た
め
、
そ
そ
り
立
つ
岩
壁
の
途
中
、
高
さ
六
六

ｍ
地
点
に
彫
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
現
在
碑
文
は
修
復
中
で
、
碑
文
を
囲
む
よ

う
に
組
ま
れ
た
鉄
パ
イ
プ
に
邪
魔
さ
れ
て
碑
文
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

ハ
マ
ダ
ン
は
前
六
ｏ
Ｏ
年
頃
に
メ
デ
ィ
ア
王
国
の
都
エ

ク
バ
タ
ナ
と
し
て
繁

栄
し
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
の
下
で
も

「夏
の
都
」
と
し
て
栄
華
の
絶
頂
を
極
め
た
。

町
の
中
心
か
ら
北

へ
一
ｋｍ
程
の
と
こ
ろ
に
あ
る

「
エ
ク
バ
タ
ナ
の
丘
」
は
、
ア

ヶ
メ
ネ
ス
朝
か
ら
パ
ル
テ
ィ
ア
時
代
に
発
展
し
た
町
の
遺
跡
で
、
現
在
も
発
掘

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
発
掘
が
済
ん
だ
部
分
は
、
ト
タ
ン
屋
根
で
覆
わ
れ
た
下

に
鉄
パ
イ
プ
の
足
場
が
組
ま
れ
、
五

ｍ
程
下
に
あ
る
発
掘
さ
れ
た
町
並
み
を
見

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
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三
、
イ
ラ
ン
を
訪
れ
て
思

っ
た
こ
と

今
回
イ
ラ
ン
を
訪
れ
て
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
ハ
タ
ミ
大
統
領
の

下
で
イ
ラ
ン
が
対
外
関
係
の
改
善
を
図
り
、
懸
命
に
経
済
的
発
展
を
め
ざ
し
て

い
こ
う
と
す
る
姿
勢
で
し
た
。
も

っ
と
も
二
週
間
と
い
う
限
ら
れ
た
旅
行
期
間

で
あ
り
、
イ
ラ
ン
の
人
々
の
日
常
生
活
に
足
を
踏
み
入
れ
た
訳
で
は
な
い
の
で

断
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ハ
タ
ミ
大
統
領
が
登
場
し
て
か
ら
か
な
り
自
由
な
雰

囲
気
が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

イ
ラ
ン
で
は
ホ
メ
イ

ニ
革
命
前
に
三
五
二

一
万
で
あ

つ
た
人
口
が

一
九
九
九

年
に
は
六

一
二
三
万
に
増
え
て
お
り
、
若

い
世
代
に
仕
事
を
与
え
る
こ
と
が
社

会
の
安
定
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

一
五
年
前
に
中
国

を
訪
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
イ
ラ
ン
は
ち
ょ
う
ど
改
革
開
放
経
済
を
開
始
し
て

間
も
な
い
当
時
の
中
国
の
状
況
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

イ
ラ
ン
の
国
内
情
勢
を
巡

っ
て
は
、
ハ
タ
ミ
大
統
領
を
中
心
と
す
る
改
革
派

と

ハ
メ
ネ
イ
師
を
中
心
と
す
る
保
守
派
の
対
立
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
長

期
的
な
流
れ
と
し
て
は
改
革
の
流
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

注
１
…
イ
ラ
ン
で
は
古
来
よ
り
春
分
の
日
の
太
陽
が
南
中
す
る
瞬
間
を
新
年
の

始
ま
り
と
し
て
お
り
、
現
在
で
も
日
常
生
活
は
イ
ラ
ン
暦

（ヒ
ジ

ュ
ラ
紀

元
の
太
陽
暦
で
春
分
の
日
が
元
旦
）
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
二
〇

ｏ
ｏ
年
七
月
二
五
日
に
イ
ラ
ン
に
入
国
し
、
八
月
六
日
に
出
国
し
た
我
々

の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は

一
三
七
九
年
五
月
四
日
と
五
月

一
六
日
の
ス
タ
ン
プ

が
押
さ
れ
て
い
る
。
（尚
、
ヒ
ジ

ュ
ラ
暦
で
は

一
四
二

一
年
四
月
二
三
日

と
五
月
五
日
に
あ
た
る
。
）

注
２
…
ロ
ス
タ
ム
は
フ
ィ
ル
ド
ウ
シ
ー
の

『
シ
ャ
ー

・
ナ
ー
メ

（王
の
書
）
』

に
出
て
く
る
伝
説
の
英
雄

注
３
…
エ
ラ
ム
王
国
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
影
響
を
受
け
た
ア
ヶ
メ
ネ
ス
朝

に
先
行
す
る
王
朝
。

エ
ラ
ム
文
明
に
つ
い
て
は
、
『
世
界
の
歴
史
４
　
オ

リ
エ
ン
ト
世
界
の
発
展
』
（中
央
公
論
社

一
九
九
七
年
）
に
詳
し
い
。
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